
東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
お問い合わせ先（コールセンター）
TEL 0 1 2 0 ― 1 0 6 2 1 2
　　　（営業日の 9：00～17：00)
h t t p : / /www .da iwa－am . co . j p /

<3273>

運用報告書（全体版）
（決算日　2016年 6 月20日）

第 1 期

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／内外／その他資産（ハイブリッド証券）
信 託 期 間 約 3年11カ月間（2016年 1 月29日～2019年12月20日）

運 用 方 針 信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運
用を行ないます。

主 要 投 資
対 象

ベビーファンド 公益インフラ関連ハイブリッド証券
マザーファンドの受益証券

公益インフラ関連
ハイブリッド証券
マザーファンド

世界の企業が発行するハイブリッド
証券（劣後債および優先証券）およ
び普通社債ならびに先進国の国債

マザーファンド
の運用方法

①主として、世界の公益インフラ関連企業が発行するハイ
ブリッド証券等に投資し、信託財産の着実な成長と安定し
た収益の確保をめざして運用を行ないます。 
　※ 公益インフラ関連企業とは、生活や経済活動のために

必要不可欠な社会基盤に関連する事業を行なう企業を
指し、金融機関を含みます。金融機関についてはＧ-
ＳＩＦＩｓに指定されているものとします。

②ハイブリッド証券等の運用にあたっては、以下の点に留
意します。 
　イ ．投資対象とする銘柄は、取得時において投資適格

（ムーディーズでＢａａ 3以上またはＳ＆Ｐもしくは
フィッチでＢＢＢ－以上）の格付けを有する銘柄を中
心とします。なお、利回り水準や流動性を加味した上
で、投資適格未満の格付けを有する銘柄にも投資しま
す。

　ロ ．各業種のクレジット・アナリストによる個別発行体
の財務分析および信用リスク分析等により、投資対象
銘柄を選定します。

　ハ ．投資対象銘柄の中から、繰上償還の実現性、利払い
の確実性、格付見通し等のファンダメンタルズ分析を
行ない、組入候補銘柄を選定します。

　ニ ．組入候補銘柄の中から、同業他社比較や相対的な割
安度合い等を勘案し、ポートフォリオを構築します。

　ホ ．当ファンドの信託期間終了日までに満期償還される
銘柄および繰上償還や買入消却等が見込まれる銘柄に
投資します。

　ヘ ．組入銘柄の償還や買入消却等に伴い再投資する際
は、普通社債または先進国の国債に投資することがあ
ります。

③外貨建資産の運用にあたっては、パイオニア・インベス
トメント・マネジメント・リミテッドに運用の指図にかか
る権限を委託します。 
④ハイブリッド証券、普通社債および国債の組入比率は、
通常の状態で高位に維持することを基本とします。 
⑤為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則とし
て行ないません。
　※ ベビーファンドにおいては、保有実質外貨建資産につ

いて、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを
行ないます。

組 入 制 限
ベビーファンドのマザーファンド組入上限比率

無制限
マザーファンドの株式組入上限比率

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益
を含みます。）等とし、原則として、経費控除後の配当等
収益の中から分配することをめざします。ただし、分配対
象額が少額の場合には、分配を行なわないことがありま
す。

当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。ファミリー
ファンド方式とは、受益者からの資金をまとめてベビーファンド（当ファ
ンド）とし、その資金を主としてマザーファンドの受益証券に投資して、
実質的な運用をマザーファンドで行なう仕組みです。



 設定以来の運用実績

決　　算　　期
基　　準　　価　　額

公 社 債
組 入 比 率

純 資 産
総 額（ 分 配 落 ） 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

円 円 % % 百万円
1 期末（2016年 6 月20日） 10, 289 30 3. 2 77. 5 4, 273 

（注 1）
（注 2）
（注 3）
（注 4）

基準価額の騰落率は分配金込み。
公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。
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■基準価額・騰落率
設定時：10, 000円　   
期　末：10, 289円（分配金30円）   
騰落率：3. 2%（分配金込み）  

■基準価額の主な変動要因
基準価額は、2016年 3 月以降、市場心理の改善を背景に上昇し、期末を迎えました。くわしくは

「投資環境について」をご参照ください。

《運用経過》

 基準価額等の推移について

（円）
10, 500

10, 000

9, 500

9, 000

（注）期末の基準価額は分配金込みです。
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0
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基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）
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年　　月　　日
基　　準　　価　　額 公  社  債

組  入  比  率
騰　落　率

円 % %
（設 定）2016年 1 月29日 10, 000 ─ ─ 

1 月末　 10, 000 0. 0 ─ 
2 月末　 9, 862 △ 1. 4 90. 2 
3 月末　 10, 189 1. 9 91. 2 
4 月末　 10, 310 3. 1 93. 4 
5 月末　 10, 327 3. 3 93. 7 

（期 末）2016年 6 月20日 10, 319 3. 2 77. 5 
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は設定比。  
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 投資環境について

○ユーロ圏債券市況
ユーロ圏債券市況は、金利低下となりました。設定時から2016年 2 月にかけては、原油価格が下落
したほか、一部の大手銀行に対する信用力への懸念が広がったこと、ＥＣＢ（欧州中央銀行）の追加
緩和期待、英国のＥＵ（欧州連合）離脱を問う国民投票への警戒感などから市場のリスク回避姿勢が
強まり金利は低下基調となりました。
○コーポレート・ハイブリッド証券市況

コーポレート・ハイブリッド証券市況は、堅調な展開となりました。設定時から2016年 2 月にかけ
てはリスク回避的な市場環境となりましたが、 3月以降は、原油価格の底打ち感やＥＣＢが追加緩和
策としてＣＳＰＰ（社債購入プログラム）の導入を発表したことなどを受けて市場心理が改善し、堅
調に推移しました。 4月下旬から 5月上旬にかけては、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）による 6
～ 7月の利上げ観測の台頭やハイブリッド証券の発行体でもあるドイツの大手製薬会社による買収に
関する報道などから弱含む場面も見られましたが、 6月以降は、ＣＳＰＰの開始などを背景に堅調な
推移に転じました。
○為替相場

ユーロ円相場は下落（円高）しました。日銀によるマイナス金利の導入が円売りの材料となりまし
たが、ＥＣＢの追加金融緩和や英国のＥＵ離脱に対する警戒感などを背景に、円高基調が続きまし
た。

 ポートフォリオについて

○当ファンド
「公益インフラ関連ハイブリッド証券マザーファンド」の受益証券組入比率は、期を通じておおむ
ね100%程度を維持しました。また、為替変動リスク低減のために為替ヘッジを行ないました。
○公益インフラ関連ハイブリッド証券マザーファンド

主として、公益インフラ（社会基盤）関連企業が発行するユーロ建てのハイブリッド証券を中心に
投資し、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないました。外貨建資産の
運用にあたっては、パイオニア・インベストメント・マネジメント・リミテッドに運用の指図にかか
る権限を委託しました。
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 ベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

 分配金について

当期の 1万口当り分配金（税込み）は30円といたしました。
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項　　　　目
当期

2016年 1 月29日
～2016年 6 月20日

当期分配金（税込み） （円） 30 
対基準価額比率 （％） 0. 29 
当期の収益 （円） 30 
当期の収益以外 （円） ─  

翌期繰越分配対象額 （円） 337 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の

有価証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の
収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充
当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分
配金（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額
（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項　　　　目 当期

（ａ）経費控除後の配当等収益 164. 35円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 192. 49
（ｃ）収益調整金 10. 16
（ｄ）分配準備積立金  0. 00
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 367. 01
（ｆ）分配金 30. 00
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 337. 01
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。
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《今後の運用方針》
○当ファンド

引き続き「公益インフラ関連ハイブリッド証券マザーファンド」の受益証券組入比率を高位に維持
します。また、為替変動リスク低減のために為替ヘッジを行ないます。
○公益インフラ関連ハイブリッド証券マザーファンド

引き続き、公益インフラ関連企業が発行するユーロ建てのハイブリッド証券を中心に投資し、信託
財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。外貨建資産の運用にあたって
は、パイオニア・インベストメント・マネジメント・リミテッドに運用の指図にかかる権限を委託し
ます。
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項　　　目

当　　　期

項　　目　　の　　概　　要（2016. 1. 29～2016. 6. 20）

金　　額 比　　率

信託報酬  55円 0. 544％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　期中の平均基準価額は10, 149円です。

（投信会社）  （30）  （0. 297） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価

（販売会社）  （24）  （0. 234） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価

（受託銀行）  （1）  （0. 013） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ─ ─ 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ─ ─ 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用  1   0. 013  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保管費用）  （1）  （0. 009） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用）  （0）  （0. 003） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（その他）  （0）  （0. 001） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合　　 計  57   0. 557  
（注 1） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出し

た結果です。なお、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額
のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 2）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）比率欄は 1万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

 1万口当りの費用の明細
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■利害関係人との取引状況

　当期中における利害関係人との取引はありません。

■資産、負債、元本および基準価額の状況

項　　　目 当　期　末
（Ａ）資産 7, 722, 573, 775円

コール・ローン等 64, 404, 909  
公益インフラ関連ハイブリッド
証券マザーファンド（評価額） 4, 117, 805, 500  
未収入金 3, 540, 363, 366  

（Ｂ）負債 3, 449, 224, 669  
未払金 3, 414, 683, 230  
未払収益分配金 12, 459, 769  
未払信託報酬 21, 953, 112  
その他未払費用 128, 558  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 4, 273, 349, 106  
元本 4, 153, 256, 581  
次期繰越損益金 120, 092, 525  

（Ｄ）受益権総口数 4, 153, 256, 581口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10, 289円

＊ 設定時における元本額は2, 904, 625, 459円、当期中における追加設定元本額は
1, 306, 070, 815円、同解約元本額は57, 439, 693円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は10, 289円です。

2016年 6 月20日現在

■損益の状況
当期　自2016年 1 月29日　至2016年 6 月20日

項　　　目 当　　　期
（Ａ）配当等収益 △  2, 612円

受取利息 523  
支払利息 △  3, 135  

（Ｂ）有価証券売買損益 170, 315, 968  
売買益 413, 912, 692  
売買損 △  243, 596, 724  

（Ｃ）信託報酬等 △  22, 103, 541  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 148, 209, 815  
（Ｅ）追加信託差損益金 △  15, 657, 521  
（配当等相当額） （ 4, 222, 058） 
（売買損益相当額） （△  19, 879, 579） 

（Ｆ）合計（Ｄ＋Ｅ） 132, 552, 294  
（Ｇ）収益分配金 △  12, 459, 769  

次期繰越損益金（Ｆ＋Ｇ） 120, 092, 525  
追加信託差損益金 △  15, 657, 521  
（配当等相当額） （ 4, 222, 058） 
（売買損益相当額） （△  19, 879, 579） 
分配準備積立金 135, 750, 046  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は 9ページの「収益分配金の計算過程（総額）」の
表を参照。

（注 4） 投資信託財産（親投資信託）の運用の指図に係る権限の全部または一部を
委託するために要する費用：5, 992, 087円（未監査）

■組入資産明細表
親投資信託残高

種　 　類
当　　期　　末

口　　　数 評　価　額
千口 千円 

公益インフラ関連ハイブリッド
証券マザーファンド 4, 347, 345 4, 117, 805 

（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2016年 6 月20日現在

項　　　　　　目 当　　期　　末
評　価　額 比　　率

千円 %
公益インフラ関連ハイブリッド
証券マザーファンド 4, 117, 805 94. 4 

コール・ローン等、その他 246, 377 5. 6 
投資信託財産総額 4, 364, 183 100. 0 
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 6月20日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
104. 69円、 1イギリス・ポンド＝152. 73円、 1ユーロ＝118. 89円です。

（注 3） 公益インフラ関連ハイブリッド証券マザーファンドにおいて、当期末にお
ける外貨建純資産（8, 989, 455千円）の投資信託財産総額（10, 921, 796千
円）に対する比率は、82. 3%です。

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2016年 1 月29日から2016年 6 月20日まで）
設　　定 解　　約

口　数 金　額 口　数 金　額
千口 千円 千口 千円 

公益インフラ関連
ハイブリッド証券
マザーファンド

4, 400, 333 4, 330, 000 52, 988 50, 000 

（注）単位未満は切捨て。
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■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益 68, 260, 468円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 79, 949, 347
（ｃ）収益調整金 4, 222, 058
（ｄ）分配準備積立金  0
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 152, 431, 873
（ｆ）分配金 12, 459, 769
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 139, 972, 104
（ｈ）受益権総口数 4, 153, 256, 581口

収　　益　　分　　配　　金　　の　　お　　知　　ら　　せ
1 万 口 当 り 分 配 金 （ 税 込 み ） 30円

● ＜分配金再投資コース＞をご利用の方の税引き分配金は、 5月16日現在の基準価額（ 1万口当り10, 260円）に基づいて自動的に再投資
いたしました。
分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）
を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、20. 315％（所得税15％、復興特別所得税0. 315％および地方税 5％）の税率による源泉徴収が行なわれ、
申告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択
することもできます。
・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。
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東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
h t t p : / /www .da iwa－am . co . j p /

★当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針 信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。

主要投資対象 世界の企業が発行するハイブリッド証券（劣後債および優先証券）および普通社債ならびに先
進国の国債

運 用 方 法

①主として、世界の公益インフラ関連企業が発行するハイブリッド証券等に投資し、信託財産
の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。
②ハイブリッド証券等の運用にあたっては、以下の点に留意します。
　イ ．投資対象とする銘柄は、取得時において投資適格（ムーディーズでＢａａ3 以上または
Ｓ＆ＰもしくはフィッチでＢＢＢ－以上）の格付けを有する銘柄を中心とします。なお、
利回り水準や流動性を加味した上で、投資適格未満の格付けを有する銘柄にも投資しま
す。

　ロ ．各業種のクレジット・アナリストによる個別発行体の財務分析および信用リスク分析等
により、投資対象銘柄を選定します。

　ハ ．投資対象銘柄の中から、繰上償還の実現性、利払いの確実性、格付見通し等のファンダ
メンタルズ分析を行ない、組入候補銘柄を選定します。

　ニ ．組入候補銘柄の中から、同業他社比較や相対的な割安度合い等を勘案し、ポートフォリ
オを構築します。

　ホ ．当ファンドの信託期間終了日までに満期償還される銘柄および繰上償還や買入消却等が
見込まれる銘柄に投資します。

　ヘ ．組入銘柄の償還や買入消却等に伴い再投資する際は、普通社債または先進国の国債に投
資することがあります。

③外貨建資産の運用にあたっては、パイオニア・インベストメント・マネジメント・リミテッ
ドに運用の指図にかかる権限を委託します。
④ハイブリッド証券、普通社債および国債の組入比率は、通常の状態で高位に維持することを
基本とします。
⑤為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則として行ないません。

株式組入制限 無制限

公益インフラ関連ハイブリッド証券マザーファンド
運用報告書　第 1期　（決算日　2016年 6 月20日）

（計算期間　2016年 1 月29日～2016年 6 月20日）

公益インフラ関連ハイブリッド証券マザーファンドの第 1期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

10



公益インフラ関連ハイブリッド証券マザーファンド

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
設定時：10, 000円　期末：9, 472円　騰落率：△5. 3%
【基準価額の主な変動要因】

ハイブリッド証券市況は堅調に推移しましたが、円高の進行を受け
て、基準価額は下落しました。
◆投資環境について
　○ユーロ圏債券市況

ユーロ圏債券市況は、金利低下となりました。設定時から2016年
2 月にかけては、原油価格が下落したほか、一部の大手銀行に対す
る信用力への懸念が広がったこと、ＥＣＢ（欧州中央銀行）の追加
緩和期待、英国のＥＵ（欧州連合）離脱を問う国民投票への警戒感
などから市場のリスク回避姿勢が強まり金利は低下基調となりまし
た。

　○コーポレート・ハイブリッド証券市況
コーポレート・ハイブリッド証券市況は、堅調な展開となりまし

た。設定時から2016年 2 月にかけてはリスク回避的な市場環境とな
りましたが、 3月以降は、原油価格の底打ち感やＥＣＢが追加緩和
策としてＣＳＰＰ（社債購入プログラム）の導入を発表したことな
どを受けて市場心理が改善し、堅調に推移しました。 4月下旬から

（円）

設　定
（2016. 1. 29）

期　末
（2016. 6. 20）

10, 200

10, 000

9, 800

9, 600

9, 400

9, 200

9, 000

基準価額

■当期中の基準価額の推移

年　月　日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率騰 落 率
円 ％ ％

（設 定）2016年 1 月29日 10, 000 ─ ─ 
1 月末　 10, 000 0. 0 ─ 
2 月末　 9, 386 △ 6. 1 92. 0 
3 月末　 9, 914 △ 0. 9 91. 0 
4 月末　 9, 801 △ 2. 0 93. 3 
5 月末　 9, 850 △ 1. 5 92. 8 

（期 末）2016年 6 月20日 9, 472 △ 5. 3 80. 5 
（注 1）騰落率は設定比。
（注 2） 公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除

きます。
（注 3） 当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、

ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

5月上旬にかけては、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）による 6
～ 7月の利上げ観測の台頭やハイブリッド証券の発行体でもあるド
イツの大手製薬会社による買収に関する報道などから弱含む場面も
見られましたが、 6月以降は、ＣＳＰＰの開始などを背景に堅調な
推移に転じました。

　○為替相場
ユーロ円相場は下落（円高）しました。日銀によるマイナス金利
の導入が円売りの材料となりましたが、ＥＣＢの追加金融緩和や英
国のＥＵ離脱に対する警戒感などを背景に、円高基調が続きまし
た。

◆ポートフォリオについて
主として、公益インフラ（社会基盤）関連企業が発行するユーロ建

てのハイブリッド証券を中心に投資し、信託財産の着実な成長と安定
した収益の確保をめざして運用を行ないました。外貨建資産の運用に
あたっては、パイオニア・インベストメント・マネジメント・リミ
テッドに運用の指図にかかる権限を委託しました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび

参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
引き続き、公益インフラ関連企業が発行するユーロ建てのハイブリッ

ド証券を中心に投資し、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保を
めざして運用を行ないます。外貨建資産の運用にあたっては、パイオニ
ア・インベストメント・マネジメント・リミテッドに運用の指図にかか
る権限を委託します。

■ 1万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 ─円
有価証券取引税 ─
その他費用 1  
（保管費用） （1） 
（その他） （0） 

合 計 1  
（注 1） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって

受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。費用の項
目および算出法については前掲の「 1万口当りの費用の明細」の項目の概
要をご参照ください。

（注 2） 各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
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公益インフラ関連ハイブリッド証券マザーファンド

買 付 額 売 付 額

アメリカ
千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル

社債券 13, 010 ─ 
（ ─）

イギリス
千イギリス・ポンド 千イギリス・ポンド

社債券 11, 291 ─ 
（ ─）

ユーロ
（オランダ）

千ユーロ 千ユーロ

社債券 11, 645 ─ 
（ ─）

ユーロ
（フランス）

千ユーロ 千ユーロ

社債券 11, 987 ─ 
（ ─）

ユーロ
（ドイツ）

千ユーロ 千ユーロ

社債券 2, 085 ─
（ ─）

ユーロ
（イタリア）

千ユーロ 千ユーロ

社債券 5, 386 ─
（ ─）

■売買および取引の状況
公 社 債

（2016年 1 月29日から2016年 6 月20日まで）

■主要な売買銘柄
公 社 債

（2016年 1 月29日から2016年 6 月20日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 金　　 額 銘　　　　　柄 金　　 額

千円 千円
RWE AG（ドイツ） 7% 9999/12/31 653, 709 
Enel SpA（イタリア） 6. 5% 2074/1/10 651, 413 
Credit Agricole SA（フランス） 8. 375% 9999/12/31 603, 649 
AMERICA MOVIL SA de CV（メキシコ） 5. 125% 2073/9/6 530, 089 
OMV AG（オーストリア） 6. 75% 9999/12/31 491, 367 
Engie（フランス） 3% 9999/12/31 477, 867 
Koninklijke KPN NV（オランダ） 6. 125% 9999/12/31 471, 213 
Barclays Bank PLC（イギリス） 14% 9999/12/31 455, 599 
Telefonica Europe BV（オランダ） 4. 2% 9999/12/31 453, 850 
Royal Bank of Scotland Group PLC（イギリス） 3. 625% 2024/3/25 448, 139 
（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）単位未満は切捨て。

外
　
　
　
国

買 付 額 売 付 額

ユーロ
（オーストリア）

千ユーロ 千ユーロ

社債券 4, 938 ─
（ ─）

ユーロ
（その他）

千ユーロ 千ユーロ

社債券 10, 863 ─
（ ─）

ユーロ
（ユーロ通貨計）

千ユーロ 千ユーロ

社債券 46, 906 ─
（ ─）

（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 3）社債券には新株予約権付社債券（転換社債券）は含まれておりません。
（注 4）単位未満は切捨て。

外
　
　
　
国
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公益インフラ関連ハイブリッド証券マザーファンド

■組入資産明細表
（1）外国（外貨建）公社債（通貨別）

作　成　期 当 期 末

区 分 額 面 金 額
評 価 額

組入比率
うちＢＢ格
以下組入
比 率

残存期間別組入比率
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 5年以上 2年以上 2年未満

アメリカ 千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円 % % % % %
11, 913 13, 082 1, 369, 594 12. 6 6. 7 12. 6 ─ ─ 

イギリス 千イギリス・ポンド 千イギリス・ポンド
10, 745 11, 258 1, 719, 506 15. 8 10. 0 15. 8 ─ ─ 

ユーロ
（オランダ）

千ユーロ 千ユーロ
11, 276 11, 803 1, 403, 362 12. 9 7. 8 12. 9 ─ ─ 

ユーロ
（フランス）

千ユーロ 千ユーロ
11, 053 12, 106 1, 439, 296 13. 3 2. 5 13. 3 ─ ─ 

ユーロ
（ドイツ）

千ユーロ 千ユーロ
1, 993 2, 082 247, 638 2. 3 ─ 2. 3 ─ ─ 

ユーロ
（イタリア）

千ユーロ 千ユーロ
4, 975 5, 371 638, 642 5. 9 5. 9 5. 9 ─ ─ 

ユーロ
（オーストリア）

千ユーロ 千ユーロ
4, 701 5, 037 598, 912 5. 5 1. 0 5. 5 ─ ─ 

ユーロ
（その他）

千ユーロ 千ユーロ
11, 432 11, 118 1, 321, 933 12. 2 7. 3 12. 2 ─ ─ 

ユーロ
（小計）

千ユーロ 千ユーロ
45, 430 47, 521 5, 649, 785 52. 0 24. 5 52. 0 ─ ─ 

合 計 ─ ─ 8, 738, 885 80. 5 41. 2 80. 5 ─ ─ 

（注 1）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 2）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。  
（注 3）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

（2）外国（外貨建）公社債（銘柄別）
当 期 末

区 分 銘 柄 種　類 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦 貨換算金額
% 千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円

アメリカ CLP Power HK Finance Ltd 社債券 4. 2500 2, 332 2, 405 251, 851 9999/12/31 
Towngas Finance Ltd 社債券 4. 7500 2, 305 2, 420 253, 378 9999/12/31 
Credit Agricole SA 社債券 8. 3750 5, 009 5, 675 594, 146 9999/12/31 
AXA SA 社債券 6. 4630 1, 208 1, 268 132, 788 9999/12/31 
BPCE SA 社債券 12. 5000 1, 059 1, 312 137, 428 9999/12/31 

通貨小計 銘柄数 5銘柄 
金　額 11, 913 13, 082 1, 369, 594 

千イギリス・ポンド 千イギリス・ポンド
イギリス Barclays Bank PLC 社債券 14. 0000 2, 345 2, 884 440, 526 9999/12/31 

Engie 社債券 4. 6250 2, 300 2, 389 364, 908 9999/12/31 
RWE AG 社債券 7. 0000 4, 400 4, 238 647, 315 9999/12/31 
Veolia Environnement SA 社債券 4. 8500 1, 700 1, 746 266, 755 9999/12/31 

通貨小計 銘柄数 4銘柄 
金　額 10, 745 11, 258 1, 719, 506 
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公益インフラ関連ハイブリッド証券マザーファンド

当 期 末

区 分 銘 柄 種　類 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦貨 換算金額
% 千ユーロ 千ユーロ 千円

ユーロ（オランダ） Telefonica Europe BV 社債券 6. 5000 3, 000 3, 192 379, 564 9999/12/31 
Telefonica Europe BV 社債券 4. 2000 3, 800 3, 827 455, 084 9999/12/31 
Iberdrola International BV 社債券 5. 7500 800 857 101, 967 9999/12/31 
Koninklijke KPN NV 社債券 6. 1250 3, 676 3, 925 466, 745 9999/12/31 

国 小 計 銘柄数 4銘柄 
金　額 11, 276 11, 803 1, 403, 362 

ユーロ（フランス） 千ユーロ 千ユーロ
Engie 社債券 3. 0000 3, 900 4, 001 475, 744 9999/12/31 
Veolia Environnement SA 社債券 4. 4500 2, 400 2, 523 300, 073 9999/12/31 
BNP Paribas SA 社債券 7. 7810 2, 950 3, 307 393, 250 9999/12/31 
Societe Generale SA 社債券 9. 3750 1, 050 1, 271 151, 147 9999/12/31 
BPCE SA 社債券 12. 5000 753 1, 001 119, 079 9999/12/31 

国 小 計 銘柄数 5銘柄 
金　額 11, 053 12, 106 1, 439, 296 

千ユーロ 千ユーロ
ユーロ（ドイツ） EnBW Energie Baden-Wuerttemberg AG 社債券 7. 3750 1, 993 2, 082 247, 638 2072/04/02 

国 小 計 銘柄数 1銘柄 
金　額 1, 993 2, 082 247, 638 

千ユーロ 千ユーロ
ユーロ（イタリア） Enel SpA 社債券 6. 5000 4, 975 5, 371 638, 642 2074/01/10 

国 小 計 銘柄数 1銘柄 
金　額 4, 975 5, 371 638, 642 

千ユーロ 千ユーロ
ユーロ（オーストリア） OMV AG 社債券 6. 7500 3, 833 4, 123 490, 297 9999/12/31 

Telekom Austria AG 社債券 5. 6250 868 913 108, 614 9999/12/31 

国 小 計 銘柄数 2銘柄 
金　額 4, 701 5, 037 598, 912 

ユーロ（その他） 千ユーロ 千ユーロ
Origin Energy Finance Ltd 社債券 4. 0000 3, 544 3, 081 366, 326 2074/09/16 
Royal Bank of Scotland Group PLC 社債券 3. 6250 3, 678 3, 621 430, 503 2024/03/25 
AMERICA MOVIL SA de CV 社債券 5. 1250 4, 210 4, 416 525, 102 2073/09/06 

国 小 計 銘柄数 3銘柄 
金　額 11, 432 11, 118 1, 321, 933 

通貨小計 銘柄数 16銘柄 
金　額 45, 430 47, 521 5, 649, 785 

合　　計 銘柄数 25銘柄 
金　額 8, 738, 885 

（注 1）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 2）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
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■投資信託財産の構成
2016年 6 月20日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公社債 8, 738, 885 80. 0 
コール・ローン等、その他 2, 182, 911 20. 0 
投資信託財産総額 10, 921, 796 100. 0 
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 6月20日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
104. 69円、 1イギリス・ポンド＝152. 73円、 1ユーロ＝118. 89円です。

（注 3） 当期末における外貨建純資産（8, 989, 455千円）の投資信託財産総額
（10, 921, 796千円）に対する比率は、82. 3%です。 

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2016年 6 月20日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資産 10, 921, 796, 451円

コール・ローン等 1, 941, 610, 400  
公社債（評価額） 8, 738, 885, 448  
未収利息 71, 515, 256  
前払費用 169, 785, 347  

（Ｂ）負債 60, 295, 682  
未払金 60, 295, 682  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 10, 861, 500, 769  
元本 11, 467, 061, 428  
次期繰越損益金 △  605, 560, 659  

（Ｄ）受益権総口数 11, 467, 061, 428口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 9, 472円

＊ 設定時における元本額は2, 900, 000, 000円、当期中における追加設定元本額は
8, 620, 049, 983円、同解約元本額は52, 988, 555円です。 
＊ 当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、み ほ
公益インフラ関連ハイブリッド証券ファンド2016‒01（為替ヘッジあり）
4, 347, 345, 334円、み ほ公益インフラ関連ハイブリッド証券ファンド2016‒05
（為替ヘッジあり）7, 119, 716, 094円です。 
＊当期末の計算口数当りの純資産額は9, 472円です。 
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は605, 560, 659円です。 

■損益の状況
当期　自2016年 1 月29日　至2016年 6 月20日

項　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 88, 959, 872円

受取利息 89, 057, 876  
支払利息 △  98, 004  

（Ｂ）有価証券売買損益 △  427, 088, 960  
売買益 120, 452, 941  
売買損 △  547, 541, 901  

（Ｃ）その他費用 △  370, 143  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △  338, 499, 231  
（Ｅ）解約差損益金 2, 988, 555  
（Ｆ）追加信託差損益金 △  270, 049, 983  
（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） △  605, 560, 659  

次期繰越損益金（Ｇ） △  605, 560, 659  
（注 1） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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